
三次トピックス地域の情報をお届け！

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
は
昔
な
が
ら
の
農
村
の
姿
や
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル（
持
続
可
能
）な
営
み
を
多
く
の
方
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
、

地
元
画
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
里
山
の
風
景
を
描
い
た
油ゆ
　
さ
い
　
が

彩
画
を
三

次
中
央
支
店
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
、来
店
者
へ
農
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
は
画
家
加
藤
宣
也
さ
ん（
71
）が
、約
20

年
前
の
三
次
市
四
拾
貫
町
に
あ
る
里
山
の
風
景
を
描
い
た「
里
山

の
納
屋（
冬
日
）」と
題
し
た
作
品
で
す
。12
月
頃
の
空
気
が
澄
ん

だ
晴
天
を
影
で
表
現
し
、遠
近
法
で
轍
が
残
る
農
道
か
ら
納
屋
、

農
村
が
垣
間
見
え
る
風
情
あ
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
15
日
、支
店
の
１
階
ロ
ビ
ー
で
、油
彩
画
の
受
納
式
を
行

な
い
、役
職
員
ら
15
人
の
前
で
作
品
が
披
露
さ
れ
、加
藤
さ
ん
へ

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。加
藤
さ
ん
は「
元
々
あ
る

三
次
の
里
山
の
美
し
さ
、魅
力
あ
る
農
の
姿
を
多
く
の
方
に
伝
え

て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。岩
本
智
建
常
務

は「
組
合
員
や
利
用
者
の
み
な
さ
ま
、ま
た
役
職
員
一
人
ひ
と
り

が
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
を
通
じ
て
農
業
に
対
す
る
興
味
関
心
を

深
め
、
農
の
大

切
さ
に
気
づ
い

て
い
た
だ
く
機

会
に
も
な
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

絵
で
蘇
る
農
村
風
景
を
来
店
者
へ

地
元
画
家
油
彩
画
寄
贈
　

▲�加藤さん（左）と岩本常務（右）（広島県三次市で、
　３月15日撮影）

　

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
は
地
域

の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
す
る
た
め
、２
０
２
１
年
に
一

般
社
団
法
人
三
次
地
区
医
師
会

と
連
携
協
定
を
結
び
、医
療
と
介

護
の
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
二
人
三
脚
で
利
用
者
の

願
望
を
叶
え
て
い
ま
す
。三
次
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
す
ら

ぎ
館（
通
所
介
護
施
設
）で
は
、同

医
師
会
の
介
護
老
人
保
健
施
設

あ
さ
ぎ
り
か
ら
理
学
療
法
士
や

言
語
聴
覚
士
を
招
き
、利
用
者
一

人
ひ
と
り
が
抱
え
る
悩
み
や
課

題
の
解
決
に
向
け
た
個
別
機
能

訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
館
で
は
約
40
人
の

利
用
者
が
曜
日
別
に
通
所
し
て
お
り
、

月
に
一
度
は
全
利
用
者
が
理
学
療
法
士

や
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
機
能
訓
練
を
個

別
で
受
け
て
い
ま
す
。事
前
に
利
用
者

の
方
か
ら「
自
分
で
ト
イ
レ
に
い
く
」、

「
一
人
で
お
風
呂
に
入
る
」、「
ド
ラ
イ

ブ
し
た
い
」な
ど
の
願
望
ま
で
約
50
項

目
の
興
味・関
心
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で

把
握
。
願
望
や
現
状
に
合
わ
せ
て
、歩

行
訓
練
や
足
腰
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
を
使
っ
た
訓
練
な
ど
、利
用

者
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
機
能
訓
練
を
受
け
た
山
﨑
ミ
サ
コ
さ

ん（
95
）は「
家
で
じ
っ
と
テ
レ
ビ
を
観

る
よ
り
、元
気
に
身
体
を
動
か
せ
る
の

で
い
つ
も
楽
し
み
」と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。医
師
会
あ
さ
ぎ
り
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
主
任
兼
理
学
療
法
士
の
河

原
田
祐
実
さ
ん
は「
利
用
者
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
機
能
訓
練
を
通
し
て
、

生
活
改
善
や
願
望
を
実
現
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。や
す
ら
ぎ
館
の
赤

岡
真
弓
主
任
は「
少
し
で
も
利
用
者
の

み
な
さ
ん
の
や
り
た
い
が
叶
え
ら
れ
る

よ
う
、連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
や
り
た
い
を
実
現
へ

医
師
会
と
連
携
で
定
期
的
な

機
能
訓
練
実
施

▲�機能訓練を行なう山﨑さん（真中）に
　寄り添う河原田さん（左）と赤岡主任（右）

６月のお知らせ
カレンダー

６月22日（土）
ふれあい活動（訪問日）

※放送内容（予定）は変更になる場合もあります。

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル
農業情報番組ガイド
放送時間　7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

111ch

放送日 内　　容 担当者

�6月3日（月）～�6月9日（日）� 産直出荷販売情報と
夏場の果菜類の栽培管理について 沖

�6月17日（月）～6月23日（日） 水稲出穂期前後の栽培管理について 行竹

農業情報
番組の
ご案内
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三次トピックス 地域の情報をお届け！

　女性部青河支部は３月17日、地域と連携し
た環境保全活動の一環として廃油をリサイク
ルして作るエコ石鹸づくりを行ない、同支部
メンバー10人が参加しました。地元自治連の
ホタルの里づくりの会と一緒に水と苛性ソー
ダ、廃油を使って、かき混ぜるなどの工程を進
めました。出来上がったエコ石鹸は地域の方
にプレゼントし、参加した部員らも持ち帰り
ました。参加者は「地元の方と一緒に楽しく
石鹸づくりができて良かった」と話しました。

　ＪＡひろしま女性部三次地区本部は地域に伝
わる食をテーマに毎年、三次地区の各支部長が集
まり料理研修会を開催しています。
　３月11日、支部長ら16人が参加し、地元産の大
豆を使った豆腐づくりを体験しました。
　三次市三良坂町にある佐々木豆腐店の佐々木
文哉会長を講師に招き、大豆をミキサーにかけて
撹拌から豆腐が完成するまでの一工程ずつを丁
寧に学びながら作業を進めました。参加者からは
「味が濃厚で食べ応えがある豆腐ができた」と大
満足でした。

廃油でエコ石鹸づくり
女性部　青河支部

豆腐づくりで地域の食文化学ぶ　
ＪＡひろしま女性部三次地区本部

▲�協力しながらかき混ぜる作業を進める
　参加者のみなさん

▲�力合わせて大豆の余分な水分を絞る女性部のみなさん

水
稲【
田
植
後
の
管
理
】

●
水
管
理

・�

苗
の
活
着
後
、気
温

の
上
昇
と
と
も
に
土

壌
中
の
有
機
物
が
分

解
さ
れ
ガ
ス
が
発
生

し
や
す
く
な
り
、発

生
し
た
ガ
ス
に
よ
っ

て
、根
を
傷
め
下
葉

か
ら
赤
く
枯
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す（
赤

枯
れ
症
状
）。
赤
枯

れ
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め
に
も
、活
着

後
は
間
断
か
ん
が
い

（
水
を
入
れ
た
り
落

と
し
た
り
を
繰
り
返

す
）
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

・�

赤
枯
れ
の
発
生
が
ひ
ど
い
場
合
は
豊
土
サ
ン

グ
リ
ー
ン（
追
肥
用
）を
10
ａ
あ
た
り
５
ｋｇ
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

・�

間
断
か
ん
が
い
は
中
干
し
直
前
ま
で
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

●
中
干
し

・�

有
効
茎
数
の
８
割
程
度
が
確
保
で
き
た
ら
中

干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

・�

粘
質
田（
排
水
不
良
田
）…
小
さ
い
亀
裂
が
出

来
る
程
度
に
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

中
干
し
前
に
溝
切
り
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・�

普
通
田（
乾
田
）…
小
さ
い
ひ
び
割
れ
が
条
間

に
残
り
、足
跡
が
残
る
程
度
に
行
な
い
ま

し
ょ
う
。（
と
き
ど
き
走
り
水
か
ん
水
を
行

な
い
ま
し
ょ
う
）

・�

漏
水
田
…
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
に
行
な
い
、

間
断
か
ん
が
い
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

●
病
害
虫
対
策

・�

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ・イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

…
稲
の
葉
を
カ
ス
リ
状
に
白
く
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、田
植

前
の
水
稲
育
苗
箱
施
用
剤
で
対
処
で
き
ま
す

が
、発
生
が
多
い
場
合
は「
な
げ
こ
み
ト
レ

ボ
ン
」を
10
ａ
あ
た
り
４
～
６
個（
※
１
袋

＝
50
㎖
×
６
個
入
り
）散
布
し
ま
し
ょ
う
。

〔
使
用
時
期：５
葉
期
以
降
～
収
穫
21
日
前
ま

で
〕

・�

い
も
ち
病
…【
予
防
的
防
除
】葉
い
も
ち
初
発

の
10
日
前
～
初
発
時
に「
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒

剤
」を
10
ａ
あ
た
り
３
ｋｇ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

〔
使
用
時
期：収
穫
14
日
前
ま
で
〕

　
【
発
生
時
】い
も
ち
病
発
生
時
に
は「
ブ
ラ
シ

ン
粉
剤
Ｄ
Ｌ
」を
10
ａ
あ
た
り
４
ｋｇ
、た
だ
ち

に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。〔
使
用
時
期：収
穫
７
日

前
ま
で
〕

※�

水
稲
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、詳
し
く
は

２
０
２
４
年
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
本

部
水
稲
栽
培
こ
よ
み
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

丹
波
黒
大
豆
【
圃
場
づ
く
り
～ 

土
寄
せ
ま
で
の
管
理
】

●
圃
場
・
土
づ
く
り
・
施
肥

・�

日
当
た
り
が
良
く
、排
水
良
好
で
、畝
間
か

ん
水
が
可
能
な
圃
場
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・�

収
量
の
低
下
、病
害
の
発
生
な
ど
の
連
作
障

害
が
発
生
す
る
た
め
、輪
作
し
、連
作
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

・�

圃
場
の
周
囲
に
明

渠
を
掘
り
、排
水
の

良
い
圃
場
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

・�

苗
定
植
の
１
か
月

前
ま
で
に
土
づ
く

り
資
材
を
施
用
し

耕
う
ん
し
ま
す
。基

肥
は
定
植
の
10
日

前
ま
で
に
施
用
し

耕
う
ん
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種
～
育
苗

・�

種
子
は
10
ａ
あ
た
り
約
１・５
ｋｇ
必
要
で
す
。

・�

播
種
時
期
の
目
安
は
６
月
10
日
か
ら
15
日
頃

で
す
。

・�

セ
ル
ト
レ
イ
は
１
２
８
穴
を
使
用
し
、１
穴

１
粒
ず
つ
播
種
し
ま
し
ょ
う
。培
土
は
ス
ー

パ
ー
ミ
ッ
ク
ス
Ａ
な
ど
の
育
苗
培
土
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

・�

播
種
の
際
、丹
波
黒
大
豆
の
ヘ
ソ
の
向
き
は

下
向
き
に
し
ま
し
ょ
う
。上
向
き
に
播
種
を

す
る
と
、発
芽

率
が
悪
く
な
っ

た
り
、発
芽
揃

い
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・�
育
苗
中
～
生
育
初
期
は
湿
害
に
弱
い
の
で
、

セ
ル
ト
レ
イ
は
直
接
地
面
に
置
か
ず
、角
材

な
ど
で
少
し
浮
か
せ
て
風
通
し
を
良
く
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

・�

播
種
後
10
日
程

度
経
過
し
、初

生
葉
が
展
開
し

た
頃
が
定
植
の

適
期
で
す
。
草

丈
10
～
12
ｃｍ
程

度
の
し
っ
か
り

と
根
が
張
っ
た

苗
を
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

・�

う
ね
幅
１
４
０
ｃｍ
、株
間
60
ｃｍ
の
間
隔
で
１

本
ず
つ
定
植
し
ま
す
。

・�

セ
ル
苗
に
は
か
ん
水
を
十
分
行
な
い
、本
圃

へ
移
植
し
ま
し
ょ
う
。

・�

10
ｃｍ
程
度
の
植
穴
を
作
り
、子
葉
く
ら
い
ま

で
十
分
に
土
を
か
け
ま
す
。

・�

定
植
時
期
の
防
除
と
し
て
、ネ
キ
リ
ム
シ
類

の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
圃
場
で
は
、定
植
後

に
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
を
６
ｋｇ
╱
10
ａ
、

土
壌
表
面
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
寄
せ

・�

倒
伏
防
止
、雑
草
抑
制
、新
根
の
発
生
に
よ

る
根
量
の
増
大
、乾
燥
の
防
止
等
の
た
め
に

土
寄
せ
を
行
な
い
ま
す
。

・�

定
植
か
ら
10
日
以
内
に
１
回
目
の
土
寄
せ
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・�

１
回
目
の
土
寄
せ
の
10
日
後
に
追
肥（
Ｐ
Ｋ

化
成
を
20
ｋｇ
／
10
ａ
と
L
P
コ
ー
ト
70
を

５
ｋｇ
／
10
ａ
）を
施
用
す
る
と
同
時
に
、２
回

目
の
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・�

軸
が
硬
く
な
る
と
新
根
が
出
に
く
く
な
る
た

め
、土
寄
せ
は
発
芽
後
30
日
以
内
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

へそ

「へそ」を下向きに！
（へそから根がでます）

子葉ぐらいまで土をかける

　三次和牛改良組合と肥育農家３戸が立ち上げ、販売して
いる「みよし和牛」が２月、三次市を代表する特産品として
認められ、三次市の独自ブランド「みよしブランド」に認定
されました。「みよし和牛」は三次市で繁殖、肥育し、肉質
が４等級以上の三次生まれ、三次育ちの肥育牛を販売する
取り組みとして、2022年４月から三次市のスーパーマー
ケットで販売を開始。１年以上の販売実績の他、３戸の肥
育農家、市や県、ＪＡが約10年かけて思案し、三次産の美
味しい牛肉を届けたいと念願のブランドとして確立した経
緯があり、発売当初から三次市自慢の農畜産物として多く
のファンから愛されています。３月19日、三次市役所で「み
よしブランド」の認定式が行なわれ、同組合の新川幸男組
合長と肥育農家3人が参加し、認定の証である楯を受け取
りました。参加した新川組合長は「三次を代表するブラン

ドとして認められて嬉しい。これからもこだわりの「みよ
し和牛」をもっと多くの方に味わって欲しい」と意気込み
を話しました。

「みよし和牛」三次市の独自ブランド認定へ
三次和牛改良組合 

▲�みよしブランドの認定式に参加した肥育農家３人、
　新川組合長（右から２番目）福岡誠志市長（右）

三次地域三次地域

施用資材 施用量/10a

土づくり
堆肥 1～1.5t

粒状マリンカル 100kg

基　　肥 大豆化成420 40kg

営農情報

品種 有効茎数／１株 中干し時期

コシヒカリ
ひとめぼれ

「おいしい米づくり」の目安
� …20本
「多収穫生産」の目安�…22本

6月中旬頃から
6月末頃まで

中生新千本「多収穫生産」の目安�…24本 7月上旬頃から
7月中下旬
頃まであきろまん「多収穫生産」の目安�…21本

※�「おいしい米づくり」、「多収穫生産」の詳細については、2024年
　ＪＡひろしま三次地域本部水稲栽培こよみでご確認ください。

※有効茎数の目安　60株／坪の場合中干しの目安

●効果：ガス抜き・酸素補給

入水 入水 入水 入水
田面露出 田面露出 田面露出 中干し

茎数確保

間断かんがい(イメージ)
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問 �三次地域営農経済センター　
　　購買課　　　　　　　�℡66-3856

農業用資材廃棄物及び小農機具の回収のご案内
ＪＡひろしまでは、農家のみなさまから委任を受けて、農業用廃棄物を適正に処理する取り組みをしております。
当日は委任状に印鑑が必要です。必ず印鑑をご持参ください。
　廃棄物を運搬する際は、車両への「産業廃棄物運搬車」の表示と積載廃棄物の量・運搬先などを記入した書面の備え付け
が義務付けられています。表示する書類等を各支店に準備しておりますのでご利用ください。

1．回収日程
回　収　日 時　　間 回収場所 対象地区

6月4日�（火） 9：00～12：00
三次地域営農経済センター　集約倉庫前

全地区三次北支店
三次西支店

6月5日�（水） 9：00～12：00

君田支店 君田地区
布野ライスセンター籾荷受施設 布野地区
作木支店 作木地区
吉舎支店旧営農経済事務所裏 吉舎地区
三良坂支店旧営農経済事務所前 三良坂地区
三和家畜管理所 三和地区

6月6日�（木） 15：00～18：00 三次地域営農経済センター　集約倉庫前　 全地区

2．回収する廃棄物の種類および回収料金（税込）
①廃プラスチック（肥料袋、マルチ、セルトレー、ハウスビニールなど）�……………………………………（1㎏当り）100円
　廃プラスチック（育苗箱及び野菜・花等のアンダートレー��綺麗で風化していないもの）� ………………………… �無料
②肥料・農薬の空ダンボール（農薬の付着していないもの）��…………………………………………………（1㎏当り）160円
③廃農薬
　㋐水銀含有農薬…………………………………………………………… 別途見積（水銀濃度等により料金が異なるため）
　㋑�有機燐化合物（パラチオン・メチルパラチオン・メチルジメトン・ＥＰＮ）・砒素・硫黄を含む農薬
　　およびシマジン・チウラム剤・チオベンカルブ剤・硫酸銅・臭化メチル�� ………………………………（1㎏当り）900円
　㋒クロールピクリン…………�（1個当り）16,500円　　　㋓一般の農薬�…………………………… �（1㎏当り）650円
④農薬空容器（ボトル、ビン、缶、袋・農薬が付着したダンボール）� …………………………………………（1㎏当り）650円
⑤小農機具（刈払機、防除機・金属以外の柄の付いた鎌や鍬等）� ……………………………………………（1㎏当り）300円
⑥鉄製品（草刈刃・耕運刃・スパイダーモアの刃等）………………………………………………………………………… 無料
⑦金属屑（鉄製品を除く金属を含むもの・鎌や鍬等の金属部分・オイル缶やスプレー缶など完全に空になったもの）
　　　　（電柵用パイル・コード）（ハウスパイプ、イボ竹）� …………………………………………………（1㎏当り）30円
⑧車輌バッテリー�…………�無料　　�⑨農業用乾電池（獣害防止機器用電池等）�…………………………（1㎏当り）600円
⑩リチウムイオン電池（車輌以外の農業機械バッテリー）…………………………………………………（1㎏当り）1,200円

3．注意事項
①回収料金の口座引き落としを希望される方については、貯金の「払戻請求書」を提出いただきます。
　�「払戻請求書」は各支店金融窓口及び営農センターにありますので、事前にお受け取りいただき、口座のお届け印を
押印の上、当日ご持参ください。（右上日付は記入しないでください。）
②廃プラ（肥料袋、マルチ、育苗箱など）を除く廃棄物には、必ず名札を添付してください。　
　�マルチは他の廃プラスチック類とは別に梱包してください。廃プラに付着している土、木片、釘等は取り除いてくだ
さい。梱包に使用するヒモは、ＰＰロープ等のプラスチック製品でお願いします。（梱包の目安は10～15㎏）
③農薬は、粉剤、水和剤、粒剤と乳剤、液剤に分別してダンボール箱に入れ、氏名を明記してください。
④品名、成分の表示が無い農薬や、農薬以外の薬品は回収できません。
⑤農薬で袋がやぶれそうな物については、袋ごと透明なビニール袋に入れて内容物を表示してください。
⑥上記以外の農薬では、処分業者と相談の上回収、または回収不可とする場合があります。
⑦発火性のある塩素系の除草剤、クサトール、デゾレート等は回収できません。
⑧農薬の空容器は、プラスチックボトル、ビン、袋、缶に分別し、透明なビニール袋に入れてください。
⑨エアゾール缶等密封物は、穴を開けガスを完全に抜いてください。
⑩ハウスパイプ、イボ竹などは金属屑として回収します。（10～15㎏でくくってください。）
⑪オイル等の可燃物が入っている物は回収できません。
⑫医薬品および空容器は回収できません。（例　動物薬の容器・注射器等）

三次地域
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